













































どのような社会経済的な構造から育まれたのか、その歴史的な背景を明らかにすることであ 。そのために、二〇世紀初頭に華人社会に大きな変化をもた した華人運動が、スマランの華人たちにとって、どのような意味を持っていたのかを、他都市との関係も踏まえて検討 。　
ジャワの華人運動についてはすでに、多くの研究がなさ






と移行し、オランダ領東イ ドの植民地政庁 取り込まれた現地生まれと、中国生まれのグループに華人社会が二極化し、同時に、現地住民と 関係も分断 た いう視点であ
る（２）
。これらは主に華人運動が最も早く展開したバタ
ヴィアを中心 した動きであり、 域ごと 社会の構造や経済情勢の相違を考慮したものでない。そこで、本論


























れており、その多く バタヴィアやスラバヤ スマランなどの北海岸沿いの都市部に集中した。スマラン 事州の華人人口は一九〇五年時点で三万二八二二人と、 タヴィア理事州の九万二五二〇人に次ぐ規模であっ 。 かし人口
－  54  －－  55  －
史苑（第七九巻第一号）




















































































































































































































































役員などの既存のオランダ植民地体制の中で地位を築いきた旧来の名士が名を飾り、中国と 交流や学校運 などの実務面を担当した役員らもこれら有力一族と関係の深実業家であった。バタヴィア中華会館も同様に、旧来の華人社会 指導者がリーダーシップを維持し 。それ もな
表１．スマラン中華会館役員
総理 副総理 秘書 財政 顧問
1904 何世徳 馬厥景 柯遠芳 鄭百鴻 魏嘉壽、林錦繍
1907 何世徳 魏嘉祥、陳文錦 林錦繍、藩俊発 葉瑞昌 柯遠芳、林振易
1908 鄭永昌 周炳喜、馬厥猷 鄭修立、林欽祥 黄亦住、黄蔵圭 柯遠芳、甘欽福
1911 周炳喜 馬厥猷、鄭百鴻 鄭修立、林欽祥 黄亦住
1913 林克念 馬厥猷、鄭百鴻 鄭修立、林欽祥 黄亦住
1915 鄭俊懐 馬厥猷 鄭修立、林欽祥 黄亦住
1919 鄭俊懐 魏永煌、鄭承祖 鄭修立、林欽祥 郭嘉祐 呉文瀾、林思恩
1920 顔鴻儀 鄭承祖、魏永椿 薛鋭求、林欽祥 郭嘉祐、尤水地 呉文瀾、林思恩
1925 魏永椿 鄭承祖、鄭曽烈 薛鋭求 尤水地 黄宗孝
1927 尤水地 鄭承祖、鄭曽烈 江金耀 魏永椿、張天想
1931 尤水地 林茂瑞 江金耀 張天想
1934 黄仲涵総公司 尤水地 張樹磚 張天想
100 tahun Sekolah Tiong Hoa Hwee Kwan Semarang 1904-2004, 2004, pp. A12-14, 
C7-8 より作成













































る初の統一組織が誕生したのである。 総会 本部はスマランに置かれ、中国から派遣され 学校監督官 受け入












































的待遇が緩和に向かったこ で、中国と 連携強化を図る中華総会の存在は、植民地内での地位をかえって脅かすと考えられたのであろう。こうした中国とオランダ植民地政庁との間で揺れ動くスマラン中華会館 姿勢は、中国から派遣された学校監督官への対応の変化という形で、再びバタヴィア に軋轢を生むこととなった。　
一九〇九年、前述の汪鳳翔はバタヴィア中華会館の分局
であるジャカルタ内の他の中華学堂や西ジャワのガルットとバンドゥン、ボゴールなどの生徒約三〇人を集めて卒業試験を実施し、合格者に修了証を授与した。これに対 て
－  62  －－  63  －
スマランの華人運動（工藤）
表２. スマラン中華商会役員











黄仲涵 黄仲涵 黄仲涵 黄仲涵 黄仲涵
（正）総理 /
正会長
鄭永昌 鄭永昌 鄭永昌 周炳喜 周炳喜 林克念 林克念 林克念 鄭俊懐 鄭俊懐 鄭俊懐 鄭俊懐
副総理 /
副会長
周炳喜 周炳喜 周炳喜 馬厥猷 鄭百鴻 鄭百鴻 鄭百鴻 周炳喜 鄭百鴻 鄭百鴻 黄亦住 黄亦住
協理 馬厥猷 馬厥猷 馬厥猷 鄭百鴻 馬厥猷 馬厥猷 馬厥猷 鄭百鴻
監査 甘欽福
財政 林満洲 林満洲 林満洲 林満洲 薛開禧 薛開禧 薛開禧 薛開禧 薛開禧 薛開禧
文書 胡逢泰 郭允中 鄭修立 柯遠芳 柯遠芳 馬厥猷 馬厥猷 馬厥猷
注）名誉会長は 1917 年から特別会長に、総理は 1908 年から正総理に、1917 年から正会長に、
それぞれ名称が変更された。
Tiong Hwa Siang Hwee. Boekoe Peringetan 1907-1937, Tiong Hwa Siang Hwee 
Semarang, 1937 より作成







き止める声が上がったが、その脱退に最も困惑したのは当のスマラン中華会館であった。数度にわたりスマランから使節を派遣して復帰の説得を繰り返 たものの、バタヴィア側の意思は変わ ことは く、脱退は決定的となった。そこで、スマラン中華会館 一九一一年、新組織 して学務総会（
H
ak Boe Tjong H
w
ee ）の設立に踏み切った。こ









































The Ing Tjiang ）が就任した（表２） 。副総理は、




















黄仲涵 黄仲涵 黄仲涵 黄仲涵 黄仲涵
（正）総理 /
正会長
鄭永昌 鄭永昌 鄭永昌 周炳喜 周炳喜 林克念 林克念 林克念 鄭俊懐 鄭俊懐 鄭俊懐 鄭俊懐
副総理 /
副会長
周炳喜 周炳喜 周炳喜 馬厥猷 鄭百鴻 鄭百鴻 鄭百鴻 周炳喜 鄭百鴻 鄭百鴻 黄亦住 黄亦住
協理 馬厥猷 馬厥猷 馬厥猷 鄭百鴻 馬厥猷 馬厥猷 馬厥猷 鄭百鴻
監査 甘欽福
財政 林満洲 林満洲 林満洲 林満洲 薛開禧 薛開禧 薛開禧 薛開禧 薛開禧 薛開禧
文書 胡逢泰 郭允中 鄭修立 柯遠芳 柯遠芳 馬厥猷 馬厥猷 馬厥猷
注）名誉会長は 1917 年から特別会長に、総理は 1908 年から正総理に、1917 年から正会長に、
それぞれ名称が変更された。
Tiong Hwa Siang Hwee. Boekoe Peringetan 1907-1937, Tiong Hwa Siang Hwee 
Semarang, 1937 より作成









































ことは、現地生まれが多い同地 にとって、清国籍がそれほど魅力のあるものではなかったことを意味する。また、オランダ臣民籍は、国際法上のオラ ダへの帰属 明確にするだけのもので り、オランダ市民としての政治的権利からは排除されていた。 彼らが望んでい ものは ヨーロッパ人と同等の地位であった。













































られるのは、 （一）中国と 連携 関する活動である。前述の国籍問題などでも明らかなように、在住華人と清朝、中華民国との直接的な接触の場となり、中国側との連携はオランダ植民地政庁に対する強力な圧力となった。次に（二）商業会議所としての機能である。商業従事者が多数を占める華人社会を反映し 、ヨーロッパ人 商業会議所に倣って華人の利益を取りまとめる団体 組織化が設立の目的であった。さらに、 （三）華人社会 問題や福祉について協議し、対応する社会組織としての役割も担った。（一）中国との連携　
清朝からの高官や使節の派遣や中国各地の商会との交流




































































































































































バヤでは辛亥革命をきっかけ 、オランダ植民地政庁と親密な関係にあった福建系の公館役員への不満が爆発た。一方、スマランでは、目立った対立はほとんど発生ていない。その背景には、公館の機能が一九〇〇年代に形骸化し 後も、新たな指導組織とな た中華会館や中華商会に旧エリート層の求心力がそのまま維持さ ていたことが挙げられよう 確かに、中華商会の幹部には、馬厥猷一九一七年から副総理となっ 黄亦住（
O


































の影響下に置いた。すでに述べたとおり 建源商会 役員は書報社の会長にも就いており、清朝と革命派双方 支持組織に目配りをして ことになる。　
スマランの華人社会の中でも、黄仲涵に対する支持は絶



















会の活動にもみられた。中華会館とほぼ同じ役員構成なったスマラン中華商会は、中国と通商関係を強化しつつも、現地社会が直面する諸問題 対応が活動の中心となった。中華商会を通じた中国との関係強化はむしろ、オランダ植民地体制下へ 牽制として機能したのである。一九一一年の辛亥革命後にも華人社 での内部 立ランでほとんど生じなかったことは、 オランダ植民地政庁とのバランスを取りながら、地位の改善を図 姿勢のあらわれ あろう。




たのが、一八八〇年代からアヘン専売事業で経済力をつけてきた黄仲涵であった。黄は力を失いつつあった公館からは徐々に身を引きながらも、一九〇七年頃からは新たな華人組織への関与を強めていった。事業関係者をバタヴィアやスラバヤなど 中華商会や書報社の幹部に配下し、ジャワ都市部における清朝と革命派双方の支持組織に影響を及ぼした。このように、黄仲涵を頂点に、一九世紀から続く福建系の富裕層が華人組織への支配力を維持したことで、スマランでは既存 指導者層に対抗する新たな勢力が出現する余地はほとんどなかった。 中国語 話す新来者 ちも、これら有力者の庇護の下で事業を拡大し 新たな華人組織の実務面を担った。こうして、 運動を担ったスマランの中華会館や中華商会は、オランダに圧力をかける めの組織として機能し、大きな内部対立を抱え ことなく、旧来の有力者たちの指導 が華人社会のなかでも維持されたのであった。
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スマランの華人運動（工藤）
The Chinese Nationalism Movement in Semarang, New Organiza-
tions, and Their Leaders
KUDO, Yuko
This paper aims to reinterpret the Chinese nationalism movement 
in Java at the beginning of the 20th century from a local perspective 
based on regional characteristics and socioeconomic factors. Focused on 
Semarang in Central Java, a port city with the third largest Chinese 
population in the region, the study demonstrates its differences from 
other cities, such as Batavia and Surabaya, and clarifies what the 
movement means for Chinese people in Semarang by exploring three 
organizations and their leaders.
Chinese people in the Netherlands Indies began to search for their 
identity and became proponents of the nationalism movement to improve 
their own status in the colonial system. Chinese people in Semarang 
also followed the movement and founded the association Tiong Hoa Hwe 
Koan (THHK) in 1904 and a Chinese chamber of commerce named 
Tiong Hoa Siang Hwee (Siang Hwee) in 1907. An examination of the 
executive members of these organizations reveals that most of them 
were officers or relatives of Kong Koan, the existing Chinese council 
under the colonial system. This indicates that after Kong Koan lost 
his leadership in the community, officers transferred their power from 
governmental leadership to being founders and executives of new 
organizations. The wealthiest officer, Oei Tiong Ham, who is often called 
a Sugar King in Java, reigned over the community, and newcomers 
from China who could speak Chinese operated the new organizations 
under the guidance of existing elites. Newcomers usually had business 
relationships with officers. This dynamic significantly differed from 
the situation in Batavia and Surabaya, where conflict between the local 
bone Chinese and newcomers caused an uproar—internal conflict rarely 
occurred in Semarang. 
New organizations that promoted the Chinese nationalism 
movement in Semarang does not cooperate with China, but puts 
pressure on the Dutch colonial policy. This particular dynamic is 
sustainable because the existing power of the elite from the 19th 
century was maintained in this Chinese community without serious 
internal conflict.
